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１．研究計画の概要

リハビリテーション医療受けた、初発で、

意志の疎通が可能な 40 歳以上の慢性期脳血

管障害者の心身機能の帰結（帰結予後を含

む）関して、発病から 10 年間にわたる前向

きコホート研究を基に明らかにすることで

ある。具体的には、リハ専門病院に入院した

条件設定した脳血管障害者 80 名に対し、入

院時、退院時、発病１年時、発病 2 年時、発

病 3 年時、発病 4 年時、発病 5 年時、発病 6

年時、発病 7年時、発病 8年時、発病 9年時、

発病 10 年時の縦断的調査を通して、脳血管

障害の心身機能の経過および帰結・帰結予測

の分析検討を行うものである。同様に、介護

保険利用者と非利用者の心身機能の変化に

ついて調べ、利用者と非利用者の心身機能を

比較検討する。さらに、機能障害・活動制限・

社会参加制約等心身の障害各々の変化と傾

向、関係等を分析し、効果的な心身機能の障

害悪化を予防するプログラムと方策を開発

し、さらに退院時および在宅での指導、地域

サービスへの種々の施策等の考察を行う。

２．研究の進捗状況

平成 21 年 3 月現在、脳血管障害発症月で
の調査は順調に進み、発症 9 年時の調査の
50％を終えた。4 月より発症 10 年目の調査が
開始される。データの打ち込み作業と見直し
精査の作業が8年時までの30％までしかでき
ておらず遅れている現状にある。

３．現在までの達成度
当初の計画通り進展している。現在、発病

9 年目の対象者を調査中で、発病 5 年までの
分析を終了し、学会および論文として発表し
た。研究成果として、運動機能および ADL 機
能は、退院後、一部改善はあるがおおむね維
持されているが、鬱状態、QOL、情緒的支援
ネットワークは悪化し、社会生活能力の改善
はわずかであった。かた、介護保険制度利用
者は、非利用者に比べ、ADL 機能は落ち続け、
鬱状態の割合は 5 年目で 90%を超え、QOL の
悪い群は 60%を超え、危機的状況にあること
を見いだした。

４．今後の研究の推進方策
(1)平成 21 年度には、発症 10 年時の調査の

50％を終える予定である。また、発症 10 年
時まで終了したデータは全ての打ち込み、精
査を終え、発症 9年時までを分析をして最終
報告書を作成する。

５. 代表的な研究成果
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線）
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